
 
 
 

3.5 第１回打合せ 

 
3.5.1 議事次第・出席者名簿 

(1) 議事次第 

 

令和７年度 土地改良技術 近畿農政局管内国営事業外部技術者活用業務 

BIM/CIM 活用ガイドライン（案）ため池編改定 第１回打合せ 

 

議事次第 

 

１．開催日時 

令和７年 12 月５日(金) 13：30～15：30 

 

２．開催場所 

   Web 会議方式 

 

 ３．出席者 

      別紙のとおり 

 

４．議事 

（１）開会                      13：30～13：35 

外部技術者紹介 

             

（２）議事                      13：35～15：25 

    現地調査実施後の BIM/CIM 活用ガイドライン(案)ため池編について 

 

（３）閉会                        15：25～15：30 

         連絡事項等 

 

 

以上  
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3.5.3 打合せ記録簿 

令和７年度 土地改良技術 近畿農政局管内国営事業外部技術者活用業務 

BIM/CIM 活用ガイドライン(案)ため池編改定 第１回 
打合せ記録簿 

 
開催日時：令和７年 12月５日(金)13:30～15:30 

場    所：Web 開催（Teams） 

出 席 者：別紙出席者名簿のとおり 

 
【資料】BIM/CIM 活用ガイドライン(案)ため池編改定_現地調査での助言要旨 

 外部技術者(委員)等からの主な意見及び討議内容は以下のとおり。 

 

1．技術者からの現地調査での助言要旨に関して 

 BIM/CIM 活用ガイドライン(案)ため池編改定_現地調査での助言要旨 

①設計者作成の設計デジタルデータを施工において使用すること 

について 

②４次元モデルの活用について 

③ICT施工における施工管理・出来形管理について 

④土地改良工事への BIM/CIM 活用全般について 

以上について、委員からの助言について説明 

委員 仮①について、３つ目の土工について補足する。 

設計データと ICT 建機に入力する施工データが一致していれば問

題ないが、設計の段階で施工に使用する土質まで完全に把握できると

は限らない。 

設計で撒き出し厚や転圧の層厚を決めていても実際の施工では、そ

の通りにならないことが多々ある。そのような背景での発言ですので

宜しくお願いする。 

  

2．情報化施工及びBIM/CIMの活用に関して 

 による桜池・大溜池・入野大池の４次元モデル案を確認した後、質疑を

行った。 

（1）施工手順について（桜池） 

委員 桜池について、堤体を掘削すれば掘削土が発生するため、一般的に

は重機足場を作りながら上から下に向かって掘削する。段切りによる

掘削土を落としながら下がって、最後に床掘をする。 

  施工管理の観点から見ると、段切りと床掘は分けた方が良いか。 
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委員 掘削土、床掘土の数量算出やICT施工のことを考えると、分けてお

いた方が使い勝手が良いと思われる。段切りの範囲と床掘範囲は重な

るか。 

 施工手順によって重複する。 

委員 地盤改良を行う理由を教えて頂きたい。 

 耐震としての地盤安定性を確保するためである。 

委員 施工上問題ないならば、床掘後に地盤改良を行うと考える。 

委員 同意である。 

 段切幅が1ｍ程度になり狭い箇所があるが、狭いことによる留意点

はあるか。 

委員 問題ないと思う。段切りの間隔はもっと狭くならないか。 

 基準に基づいており、問題ない。 

  

（2）３次元モデルについて（桜池・大溜池・入野大池） 

委員 施工の流れを考えると、同じ高さで一層ずつ盛り上げていく様にな

るので層ごとにモデルができていれば、そのまま転圧やブルドーザの

敷き均しに使えるため、ICT建機施工で使用する３次元施工モデルと

して便利だと考える。 

４次元モデルも工事関係者に説明する際に役立ち、完成形だけでは

なく途中の施工手順も見せられるようにできれば施工方法の理解が

し易い。盛土範囲を一層ずつ盛り上げていくので、層厚のパターンご

とにデータがあれば、施工する側としては良いと考える。 

 盛土材によって撒き出し厚は変わると思うが、施工の際に共通的に

段を切る位置などのルールはあるか。 

委員 ルールというよりも、層厚で決まることであり、層厚もほぼ同じよ

うな高さで随時盛土を行う。決まったルールはない。 

委員 外側がピンクで着色されている箇所の３次元設計データは、法面整

形の際にICTバックホウに使用すると考える。 

堤体盛土の部分について、コアの形状はピンクの線で問題ないが、

実際に撒き出しや転圧で使う３次元施工データは水平方向の面デー

タを使う。設計データと施工データの仕分けが難しいと考える。 

施工と並行してコンサルが３次元施工データを作成する場合には

４次元データと施工用データは切り替える必要があると考える。 

 撒き出しする際に土工区分は必要か。 

委員 コアと盛土材は品質管理が異なるため、仮に同じ高さで上がるとし

ても、分けて管理するようになる。但し、土質区分が異なる層が一緒
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に上がるとモデルは少し複雑になってくると推測する。 

委員 各層のデータは必要であり、例えば、コンサルから３次元設計モデ

ルを提供いただき、その３次元施工モデルから施工管理を行う層を施

工業者が作成するでも良いと考える。実際は盛土試験してから層厚は

決まるため、現実はそのような流れになると推測する。 

 例えば基本的に30cmで層を作っておき、盛土工を実際に行う時には

施工者の方で高さ変更するだけ良いように、ある程度下地となるモデ

ルを作っておいた方が作業的には楽になるか。 

委員 作業効率が向上する場合があると考える。 

これまで、コンサルから層厚のデータを貰って施工したことはない

し、他者が作成したデータを修正することは、かえって手間になるこ

ともあった。条件によって異なるため一概には言えないが、条件次第

ではその層の部分だけなら、ベースになるデータがあれば、すぐに修

正可能だと考える。 

 一般的に、試験盛土で層の厚さが決まってから施工を開始するまで

に、施工モデルを作成する時間は十分にあるか。 

委員 工程の都合もあるため、一概には言えないが、基本的には即時に施

工に移りたい。 

試験盛土で結果が出て、品質管理の条件が決まり、発注者の許可が

出れば、施工者は即時に施工を開始する。 

  

（3）余盛について（大溜池・入野大池） 

委員 大溜池と入野大池について、ピンクの線が書かれているが、設計図

通りに作られているか。本来は余盛も考慮した形状で３次元モデルを

作成すると考えるが如何か。 

 現時点では設計通りだが、今後、水平方向に30cm程度の余盛を考慮

してモデルを作成する予定である。 

先述の桜池のように、盛土の幅が非常に狭い場合には、盛土をやや

厚めにしたり、しっかりと充填できるような施工を行うことはある

か。 

委員 品質を確保できるような範囲で施工するが、実際の施工時には詳細

に考えていないことがある。余盛部分については、データとして必要

か否か疑問である。 

委員に質問する。工事の際に、余盛部は施工データに織り込ん

でモデル作成しているか。 

委員 国交省だと余盛を加味して検査することがある。その通りに施工し
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なければならないため、余盛を考慮した形状で３次元モデルを作成し

ている。施工管理する上でそのような数値が必要であれば、余盛部分

もデータとして当然必要になる。 

（注釈：余盛を含む出来形管理をヒートマップで行う場合、余盛を

加味していない３次元モデルとの対比では、規格から外れることが考

えられる。） 

委員 管理で問われるのであれば余盛を考慮して設計データを作成する

必要がある。 

  

（4）施工幅に応じたモデル化に関して（共通） 

 盛土や埋戻しにおいては、施工幅に応じて施工する重機が変わる

が、施工幅に応じてモデル化することに対してご意見を頂きたい。情

報化施工を活用するにあたって作成した方が良いか。 

委員 情報化施工する際には、あまり意識しないと思われる。 

但し、施工管理するにあたっては、最終的に数量分けが必要になる

ため、あった方が数量分けを行い易いと考える。参考程度に見るとい

う感覚の方が大きい。 

委員 同意である。 

コストも含めた５Ｄ管理が将来的に行われるのであれば、必要にな

ってくると思うが、現在の４次元の段階では、そこまでは必要ではな

いと考える。 

  

（5）法面保護工の床付けに関して（共通） 

 表面保護工の掘削ラインに関して、ICT施工をする時に使用するモ

デルとしては、以下のうち、最良はどれか。 

①基礎コンクリートに沿ってモデルを作成する 

②掘削ラインを考慮してモデルを作成する 

③張ブロック部のみモデルを作成する 

委員 ②だと思う。 

委員 ②一択だと思う。 

 現実的に張ブロックの掘削床付は、ICT施工を行うことは可能か。 

委員 ICT施工で行うことは可能であるが、施工業者にもよるが、張ブロ

ックにおいてICT施工をするかとなれば、おそらく行わないと思われ

る。 

 基礎コンクリートや天端コンクリート打設後の周囲の埋戻しは人

力で行うか。 
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委員 人力作業する可能性もあり、現場条件によっては重機で行うことも

有り得る。 

  

（6）転圧管理に使用するデータに関して（共通） 

 転圧する際に利用するデータに法面は必要か。 

委員 転圧管理のソフトウェアでは層ごとの面データのみ使用するため、

法面は必要ない。 

                             以上 
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3.5.4 検討結果 

 

令和７年度 土地改良技術 近畿農政局管内国営事業外部技術者活用業務 

 BIM/CIM活用ガイドライン（案）ため池編改定 第１回打合せ  

 

項目 所見 

施工手順について 

（桜池） 

・掘削土、床掘土の数量算出やICT施工のことを考えると、 

 段切りと床掘は分けてモデル作成した方が使い勝手が 

良い。 

・段切幅が1ｍ程度になり狭い箇所があるが、狭いことによ 

 る留意点は特に無い。 

３次元モデルについて

（桜池・大溜池 

 ・入野大池） 

・盛土において、層ごとにモデルができていれば、ICT建機 

施工で使用する３次元施工モデルとして便利だと考え

る。 

・施工と並行してコンサルが３次元施工データを作成する 

場合には４次元データと施工用データは切り替える必 

要があると考える。 

・撒き出しする際に土工区分は必要である。 

・盛土試験してから層厚は決まるため、コンサルから３次 

元設計モデルを提供いただき、その３次元施工モデルか 

ら施工管理を行う層を施工業者が作成するでも良いと

考える。 

・試験盛土で結果が出て、品質管理の条件が決まり、発注 

者の許可が出れば、施工者は即時に施工を開始するた 

め、試験盛土で層の厚さが決まってから施工を開始する 

までに、施工モデルを作成する時間は十分には無い。 

余盛について 

（大溜池・入野大池） 

・余盛を加味して検査する場合は、余盛を考慮した形状で 

３次元モデルを作成している。 

施工幅に応じたモデル 

化に関して（共通） 

・現在の４次元の段階では、施工幅に応じてモデル化する 

ことは必要ではないと考える。 

法面保護工の床付けに 

関して（共通） 

・表面保護工の掘削ラインに関して、ICT施工をする時に使 

用する際は、掘削ラインを考慮して作成するモデルが最

良である。 

転圧管理に使用するデ 

ータに関して（共通） 

・転圧管理のソフトウェアでは層ごとの面データのみ使用

するため、法面のデータは必要ない。 
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3.6 第２回打合せ 

 
3.6.1 議事次第・出席者名簿 

(1) 議事次第 

 

令和７年度 土地改良技術 近畿農政局管内国営事業外部技術者活用業務 

BIM/CIM 活用ガイドライン（案）ため池編改定 第２回打合せ 

 

議事次第 

 

１．開催日時 

令和８年２月９日(月) 14：00～16：00 

 

２．開催場所 

   Web 会議方式 

 

 ３．出席者 

      別紙のとおり 

 

４．議事 

（１）開会                      14：00～14：05 

 

             

（２）議事                      14：05～15：55 

    BIM/CIM 活用ガイドライン(案)ため池編について 

 

（３）閉会                        15：55～16：00 

         連絡事項等 

 

 

以上  
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3.6.3 打合せ記録簿 

令和７年度 土地改良技術 近畿農政局管内国営事業外部技術者活用業務 

BIM/CIM 活用ガイドライン(案)ため池編改定 第２回 
打合せ記録簿 

 
開催日時：令和８年２月９日(月)14:00～16:00 

場    所：Web 開催（Teams） 

出 席 者：別紙出席者名簿のとおり 

 
【資料】・資料 1  BIM/CIM 活用ガイドライン(案)ため池編改定 確認事項 

    ・資料 2-1 ４次元モデル（桜池施工手順、大溜池施工手順、入野大池施工手順） 

    ・資料 2-2 モデル作成時の課題 

    ・資料 3  施工業者への聞き取り結果 

    ・資料 4  ガイドラインの改定案の検討 

    ・資料 5  BIM/CIM モデル作成 事前協議・引継書シート 

 

 より資料について説明があり、質疑応答を行った。 
外部技術者(委員)等からの主な意見及び討議内容は以下のとおり。 

 

（1）モデル作成時の課題 

委員 ４次元モデル作成の目的は、設計者から施工者へ引継ぐためか、そ

れとも、計画段階で発注者と設計者が情報共有するためか、いずれか。 

 施工業者の聞き取り調査を踏まえると、ため池の施工においては施

工者にとって4次元モデルの有用性は低いと思われる。資料1 P.2 下

方にあるように、施工用としては、掘削面、盛土面、転圧データであ

り、３次元モデルで十分だと考えられる。説明用の３次元モデルであ

れば、施工手順である転圧データは反映せずに、堤体内部土工と構造

物のデータを入れ、４次元モデルであれば転圧データを入れて作成す

ることを考えている。 

委員 施工者としては、説明された４次元モデルによって施工のイメージ

が湧くメリットがあるが、内容を把握するには２次元図面に手順等の

説明書きがあれば十分であり、４次元モデルを作成するコストを考え

ると費用対効果が低いと考えられる。 

施工用の４次元モデルになれば、各施工段階で使用重機を書き加え

て、稼働するにあたって支障物が無いか等が分かるように作り込むよ

うになる。従って、施工側として４次元モデルはそれほど必要ではな
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いと考える。 

但し、鉄筋加工図があれば、材料加工の発注や数量の抽出が容易に

なるというメリットがある。 

誰に対して表現するかによって、４次元モデルの必要性が大きく変

わると考える。 

 河川等の複雑な工事では必要だと考えるが、ため池工事でも４次元

モデルは必要か。 

委員 例えば、設計段階の計画では堤体に向けて取付ける工事用道路の幅

員が４ｍである場合、実際の施工ではラフタークレーンのアウトリガ

ーを張り出す幅が不足するため、部分的もしくは全体的に拡幅するこ

とになり、搬入する盛土量が異なるようになる。特に、仮設工事では

設計段階の考えと実際が異なることが多く、使用する重機によって仮

設計画や施工内容が変わる。施工者は、これらを考慮して４次元モデ

ルを作成することが多い。 

発注者と設計者の意思疎通やイメージ共有であれば良いが、実際に

施工する手順を考慮した４次元モデルとしては表現が弱いという感

想を持った。 

  

（2）ICT施工時の課題 

 モデル作成する際には測点の他に、湾曲部、折れ点、端部を追加す

る必要があると考えているが、よろしいか。他に追加する必要はない

か。 

委員 盛土では断面変化点を全て考慮して管理断面との整合を図ってい

るため、断面変化点を網羅していれば良いと思われる。 

  

 底樋が埋没されている場合や地盤支持力が設計よりも低い場合等、

条件が施工段階で変更となった場合、施工者でモデルの修正は可能

か。それとも、ICT施工を行わないようになるか。 

委員 途中で条件が変わることによってモデルの変更が必要な場合、ICT

施工を前提とするのであれば、自社または外注によりモデルを変更す

ることはあり、施工者でも対応可能である。 

委員 ICT施工を行う対象のボリュームが多い場合はモデルを変更する方

が良いが、現地合わせ等の軽微な修正であれば、モデルは修正せずに

現地に合わせて施工することが多い。弊社においては、出来形管理す

る法面等があれば関係するモデルを変更するが、床掘等では数量が大

きく変わるようなことが無ければ、モデルを作成せずに施工するよう
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に判断するため、モデルの変更は必ずしも必要ではないと考える。 

  

（3）施工者によって施工方法が異なることについて 

 大溜池ではコアと盛土の転圧厚さが同じであるため、共に盛土を施

工しているが、転圧厚さが異なる場合は、どのような施工方法を行っ

ているか。 

委員  同じぐらいの高さで上がっていくように、各ゾーンの敷均し・転圧 

を行っている。全体として、遮水ゾーンの設計幅確保が最優先となる 

ため、コアを侵さないような形状で全層の盛土を施工している。 

委員  然り。 

 高さを概ね合わせて上げて行かなければ、材料を搬入する搬入道路

をその度に造ることになる。各層に対してコアの外側形状を成形する

概念は無い。高さによって定まっているゾーンの幅を出来形管理し

て、コアの幅を侵さないように施工している。 

 盛土試験の結果により、土質によって厚さが異なる場合は、近い

高さで上がっていくように施工を行う。例えば、１層が20cmと30cmと

なる材料であれば、20cmが３層、30cmが２層で同じ高さになるように、

施工中は高さの差が小さくなるような施工を行っている。 

 幅が狭い30cm程の小段の施工について、施工業者に聞き取り調査を

行った結果、施工途中に小段の高さで層の施工を行うため、仕上げる

小段幅の大小は関係が無いという回答であったが如何か。 

委員 業者回答の通りである。 

  

（4）複雑な線形や内部構造のため池でのICT施工において増える手間について 

委員 「手間が増える恐れがある。」とはICT施工自体ではなく、ICT施工

のデータを作成する手間が増えるという意味か。 

 然り。 

委員 従来では現場で丁張をかけていた手間に対して、丁張に替わって事

前にデータを作成するものであるため、いずれにしても手間はあると

考える。現場施工を円滑に進めるために、ICT施工であれば先に苦労

することになり、ICT施工でなければ後で苦労することになる差だと

思われる。 

技術事務所 設計段階で３次元データを作成することによって施工段階で丁張

が不要になると、工事発注時に諸経費から該当する費用を控除する必

要が生じると考えるが、これについて確認したい。 

委員 情報化施工の取り組みの初期では、ICT施工に係わる起工測量や３
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次元データ作成費を見積提出し、一括計上で承認していただいてい

た。また、ICT施工の機械経費についても見積提出により対応してい

た。近年では、それに加え、従来手法による測量費用の提示を求めら

れ、従来分の測量費用を控除することを発注者から通知されている。

出来形管理や電子納品についても見積を提示し、経費の割り増し費用

と比較して安価である方が採用されており、施工者側としては骨の折

れる状況になっている。 

発注側として二重計上にならないためのものと理解し、施工者とし

ては対応している。 

発注者は３次元データを渡すことによってデータ作成に該当する

費用を控除するが、コンサル作成データが施工で使用できるか否かに

よって、また、微修正で済むか、作成し直しになるかによって変わる

費用に対して、発注者側としてどの様に取り扱うかを懸念しており、

余計な経費が生じる恐れがある。 

 ほ場整備では、従来の２次元での設計は現場合わせで施工すること

を前提としているため、３次元の設計は困難である。対して、ため池

整備では３次元設計データを施工で活用できる幅が広いと考える。 

委員 ほ場整備においては、設計段階では面と区割りだけのように簡易な

データを作成する方がコスト面も作業効率面も良いと考えている。た

め池においては、再現度が高いデータ作成が可能だと考えられるた

め、３次元データ作り込みの確度は工事の特性によって区分すること

が重要だと考える。 

  

（5）ICT施工と従来方法の出来形管理の不一致について 

委員 丁張を設置して盛土の位置を確定する出来形管理について、TS（ト

ータルステーション）出来形管理であれば、丁張は不要になると考え

る。トータルステーションや測量ローバーシステム等にて位置と形状

を管理かつ検査を行うことによって、代用できると考える。そうでな

ければ、ICT施工の意味が無くなる。 

 情報化施工であれば「情報化施工技術の活用ガイドライン」に基づ

いた検査を行うことを発注者に確認すれば良いと考える。 

委員 ICTによる出来形管理に対する発注者側の理解度が関係してくる。 

  

（6）説明用４次元モデルについて 

委員 施工手順の確認であれば、提示されたモデルで良いと思われる。た

め池工事を初めて施工する際、複数ある工種のうち何から着手すれば
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良いかを判断するために、過去の事例等を確認したことがある。４次

元モデルがあれば、これを参考にして施工手順を検討できるようにな

る。 

委員 実際に施工するにあたって地元に詳しく説明する際には施工計画

に沿って分解や構成修正したモデルが必要になるが、設計の領域とし

ては提示されたモデルで良いと思われる。 

  

（7）ガイドラインの改定案について 

 手間の掛かる３次元配筋図の作成に当たって、構造計算の結果を入

力すれば、３次元モデルを自動的に作成するようなソフトはあるか。 

委員 弊社では、基本的なモデルは、 Civil 3D や AutoCAD を使用して

作図している。3次元配筋図は、 Autodesk Revit により、ピッチ等

のパラメータを入力してモデル作成している。 

委員 弊社においても Civil 3D と Revit を採用しており、配筋図は 

Revit を使用して作成している。 

 モデル作成で使用しているソフトは何か。 

委員 Civil 3D の他に、福井コンピュータのTREND-CORE や建設システム

のSiTECH 3D 等の土木系ソフトを使用することが多い。作業量や測量

機器との相性等の用途によって使い分けている。 

  

委員 ３次元のファイル分けや４次元モデルの受け渡しデータのファイ

ル形式は何を想定しているか。 

 施工者が活用できるように、オリジナルファイルと LandXML で受

け渡ししたいと考えている。４次元モデルについては、弊社内で V-

nasClair を使用しており、LandXML で４次元を表現できないため、

区分毎のレイヤー分けにおいては分かり易く記載したいと考えてい

る。 

  

 使用する建機が海外メーカーである場合、どのように対応している

か。 

委員 建機というよりは使用しているシステムによる。弊社では Trimble 

Earthworks が主であり、一部はトプコンのシステムも活用している。

これらは互換性があり、同じ現場で支障なく運用できている。コマツ

のレトロフィットについては未検証であるが、弊社にはメーカー出身

の社員も在籍しており、どのタイプのシステムであっても活用できる

ようにデータを変換して運用している。 
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委員 弊社においても、ライカジオシステムズやトプコンやニコン・トリ

ンブル等のシステムによって違いがあるため、LandXML を基に変換や

追加を行って対応している。 

委員 施工会社は全社が対応できるわけではない。自社内ではなく、シス

テム変換を代行する専門業者に外注している施工会社も存在してい

る。 

  

（8）事前協議・引継書シートについて 

委員 現状では、維持管理に必要な属性や要求精度、詳細度合が明確にな

っていない。国交省も含め、納品したデータが維持管理において、ど

の様に活用されているかイメージが湧き難い。重視すべき項目につい

て追加された履歴を追うことが可能な形式にした方がより活用でき

ると考える。 

委員 現状では、BIM/CIMを運用している会社は地方だと特に少なく、こ

のシートに対応できない会社が多いと思われる。 

BIM/CIMを運用するにあたっては、履歴は重要であり、施工記録も

情報として必要である。データが当初から更新しているか否かを含め

て、履歴が残ることが重要である。事例が多くなれば、シートの課題

も見えてきて、それらを改善していくと考える。モデルケースがあれ

ば、シートを理解し易いと思われる。 

  

委員 ため池工事だけではなく農業水利事業全般でシートを運用するよ

うになるのか。 

技術事務所 設計・施工においてBIM/CIMを運用する場合は全工種で使用するこ

とになると考えている。 

委員 農業水利事業は国交省の事業よりも地権者等の個人財産に係わっ

ており、設計段階の思想、実際の施工、維持管理での活用について、

このようなデータベースができることは有効だと考える。 

                             以上 
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3.6.4 検討結果 

 

令和７年度 土地改良技術 近畿農政局管内国営事業外部技術者活用業務 

 BIM/CIM活用ガイドライン（案）ため池編改定 第２回打合せ  

 

項目 所見 

モデル作成時の課題 ・ため池の施工においては、施工者にとって４次元モデル 

 の有用性は低く、３次元モデルで十分だと考えられる。 

・但し、鉄筋加工図があれば、材料加工の発注や数量の抽 

出が容易になるというメリットがあり、誰に対して表現 

するかによって、４次元モデルの必要性が大きく変わる 

と考える。 

ICT施工時の課題 ・モデル作成する際に、盛土では断面変化点を全て考慮し 

て管理断面との整合を図っているため、断面変化点を網 

羅していれば良いと思われる。 

・条件が施工段階で変更となった場合、ICT施工を前提とす 

るのであれば、施工者でも対応可能である。 

・現地合わせ等の軽微な修正であれば、モデルは修正せず 

に現地に合わせて施工することが多い。 

施工者によって施工方 

法が異なることについ 

て 

・転圧厚さが異なる場合は、近い高さで上がっていくよう 

に、各ゾーンの敷均し・転圧を行っている。 

・幅が狭い小段の施工について、施工途中に小段の高さで 

層の施工を行うため、仕上げる小段幅の大小は関係が無 

い。 

複雑な線形や内部構造

のため池でのICT施工

において増える手間に

ついて 

・従来では現場で丁張をかけていた手間に対して、丁張に 

替わって事前にデータを作成するものであるため、いず 

れにしても手間はあると考える。 

・発注者は３次元データを渡すことによってデータ作成に 

該当する費用を控除するが、コンサル作成データが施工 

で使用できるか否か、微修正で済むか、作成し直しにな 

るかによって変わる費用に対して、発注者側としてどの 

様に取り扱うかを懸念しており、余計な経費が生じる恐 

れがある。 

・ため池においては、再現度が高いデータ作成が可能だと 

考えられるため、３次元データ作り込みの確度は工事の 

特性によって区分することが重要だと考える。 
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項目 所見 

ICT施工と従来方法の 

出来形管理の不一致に 

ついて 

・情報化施工であれば「情報化施工技術の活用ガイドライ 

ン」に基づいた検査を行うことを発注者に確認すれば良 

いと考えられ、ICTによる出来形管理に対する発注者側 

の理解度が関係してくる。 

説明用４次元モデルに 

ついて 

・実際に施工するにあたって地元に詳しく説明する際には 

施工計画に沿って分解や構成修正したモデルが必要に 

なる。 

ガイドラインの改定案 

について 

・３次元のファイル分けや４次元モデルの受け渡しデータ 

のファイル形式は、施工者が活用できるように、オリジ 

ナルファイルと LandXML が考えられている。 

・施工会社は全社が対応できるわけではない。自社内で 

はなく、システム変換を代行する専門業者に外注してい 

る施工会社も存在している。 

事前協議・引継書シー 

トについて 

・現状では、維持管理に必要な属性や要求精度、詳細度合

が明確になっていない。 

・重視すべき項目について追加された履歴を追うことが可

能な形式にした方がより活用できると考える。 

・BIM/CIMを運用するにあたっては、履歴は重要であり、施 

工記録も情報として必要である。データが当初から更新 

しているか否かを含めて、履歴が残ることが重要であ 

る。 

・設計段階の思想、実際の施工、維持管理での活用につい 

て、事前協議・引継書シートを活用したデータベースが 

できることは有効だと考える。 
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